
〈上板町の人口〉住民基本台帳登録人口　令和５年９月末現在　○世帯数／4,990世帯　○人口／男5,479人／女5,858人／計11,337人

インスタ始めました

町議会議員当選者決定、就任・退任ごあいさつ
令和5年度上板町文化祭

さくら保育所入所申込受付
議会だより

町議会議員当選者決定、就任・退任ごあいさつ
令和5年度上板町文化祭

さくら保育所入所申込受付
議会だより
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かみいた防災フェスタ2023を実施しました。かみいた防災フェスタ2023を実施しました。（令和5年10月15日 実施の様子）（令和5年10月15日 実施の様子）（令和5年10月15日 実施の様子）
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● お問い合わせ ●　　上板町役場　企画防災課　　☎０８８－６９４－６８２４

　
令
和
５
年
８
月
17
日（
木
）〜
20
日（
日
）に
鳴
門
ア
ミ
ノ
バ
リ
ュ
ー
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
た
第
54
回
全
国
中
学
校
体
育
大
会
に
柔
道
の
徳
島
県
代

表
と
し
て
上
板
中
学
校
よ
り
杢
保
凜
乃
さ
ん
（
３
年 

女
子
団
体
、
個
人
）、

松
尾
理
佐
さ
ん
（
３
年 

女
子
団
体
、
個
人
）、
佐
野
は
る
乃
さ
ん
（
２
年 

女
子
団
体
）、
黒
田
剛
希
さ
ん
（
３
年 

男
子
個
人
）、
清
水
絆
さ
ん
（
２
年 

男
子
個
人
）
の
５
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
各
選
手
と
も
先
に
開
催
さ
れ
た

県
予
選
に
て
優
勝
、
準
優
勝
の
成
績
を
納
め
、
全
中
へ
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。

　
全
中
で
は
惜
し
く
も
上
位
入
賞
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
選
手
達
は

徳
島
県
代
表
と
し
て
最
後
ま
で
一
生
懸
命
に
試
合
に
臨
ん
で
お
り
ま
し
た
。 

全
国
中
学
校

体
育
大
会
出
場
！

全
国
中
学
校

体
育
大
会
出
場
！

全
国
中
学
校

体
育
大
会
出
場
！

銀章
中　村　　　崇　氏

銅章
中　川　　　直　氏

　
令
和
５
年
10
月
19
日
、

令
和
５
年
徳
島
県
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

大
会
に
お
い
て
、
防
犯
功

労
者
表
彰
式
典
が
開
催
さ

れ
、
上
板
町
防
犯
推
進
員

協
議
会
の
中
村  

崇
氏
が

銀
章
、
中
川  

直
氏
が
銅

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

中
村
氏
、
中
川
氏
は
上
板

町
防
犯
推
進
委
員
協
議
会

員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た

り
地
域
安
全
活
動
に
努
め

ら
れ
、
犯
罪
の
予
防
及
び

少
年
の
非
行
防
止
に
尽
力

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

栄
え
あ
る
受
章
を
称
え
る

と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度

全
国
防
犯
栄
誉
章
受
章

● お問い合わせ ●　　上板町教育委員会　　☎０８８－６９４－６８１４
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● お問い合わせ ●　　上板町社会福祉協議会　　☎０８８－６９４－６１５５

▲

日
本
赤
十
字
社
か
ら
の
引
渡
式

▲

上
板
分
区
赤
十
字
奉
仕
団

▲

焼
き
が
で
き
る
大
型
鉄
板

✚

祝　ダイヤモンド婚祝　ダイヤモンド婚

● お問い合わせ ●　　上板町役場　健康推進課　　☎０８８－６９４－６８１０

本年度４組のご夫婦がダイヤモンド婚を迎えられました。
おめでとうございます！

福永隆次　様・福永文子　様
《東原西》

清水　晃　様・清水育子　様
《天神前》

● お問い合わせ ●　　上板町役場　健康推進課　　☎０８８－６９４－６８１０

災
害
時
の

　避
難
生
活
に
備
え
て

＋
赤
十
字
災
害
用
移
動
炊
飯
器

　
　
　
　
　『専
用
鉄
板
』
引
渡
式

　
10
月
14
日
、
上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

災
害
用
移
動
炊
飯
器
「
専
用
鉄
板
」
引
渡
式
が
行
わ
れ
、

日
本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部
の
新
居
事
務
局
長
か
ら
上

板
町
分
区
上
板
町
赤
十
字
奉
仕
団
平
野
委
員
長
に
、
災

害
用
移
動
炊
飯
器
「
専
用
鉄
板
」
が
引
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
「
煮
る
・
炊
く
」
中
心
の
炊
き
出
し
に
加
え

「
焼
き
」
の
味
が
追
加
さ
れ
、
避
難
者
に
と
っ
て
普
段

の
食
生
活
に
近
づ
く
味
と
な
り

ま
す
。

　
今
後
避
難
訓
練
を
重
ね
、
も
し

も
の
災
害
時
に
は
迅
速
な
対
応

が
と
れ
る
よ
う
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

健
康
づ
く
り

推
進
活
動
功
労
者

　
　
　表
彰
受
賞

　
令
和
５
年
９
月
４
日（
月
）あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
健
康
を
考
え
る
県
民
の
つ
ど

い
が
開
催
さ
れ
、
安
田
孝
子
氏
が
「
健
康
づ

く
り
推
進
活
動
功
労
者
表
彰
（
個
人
）」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
平
成
20
年
よ
り
上
板
町
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
の
一
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
お

り
、
長
年
食
生
活
改
善
の
観
点
か
ら
健
康
づ

く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
そ
の
活
動
及
び
功
績
が
評
価
さ
れ
、

知
事
表
彰
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
栄
え
あ
る
受
賞
を
称
え
る
と
と
も
に
、
今

後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

安
　田
　孝
　子
　氏

100歳
おめでとう
ございます！

平
野
元
一
　様

大
正
12
年
10
月
５
日
生

（
神
明
）
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こ
の
度
の
上
板
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
よ
り
、12
名
の
当
選
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
決
ま
る

坂
　
東
　
泰
　
幸

51
歳

椎
本
字
寺
西
４
８
９
番
地

無
所
属

安
　
田
　
孝
　
子

80
歳

七
條
字
古
町
48
番
地
１

無
所
属

柏
　
木
　
美
治
代

73
歳

神
宅
字
宮
ノ
北
19
番
地
２

日
本
共
産
党

乾
　
　
　
崇

73
歳

瀬
部
36
番
地
１

無
所
属

前
　
田
　
忠
　
道

80
歳

引
野
字
門
田
17
番
地
１ 

無
所
属

村
　
上
　
浩
　
一

66
歳

七
條
字
大
辻
16
番
地
２

無
所
属

晴
れ
の
当
選
者
（
敬
称
省
略
・
届
出
順
）

常
任
委
員
会・特
別
委
員
会
委
員

◎
は
委
員
長
、
〇
は
副
委
員
長

総
務
常
任
委
員
会
（
６
名
）

◎
本
淨
　
敏
之
　
○
鈴
木
　
幸
三
　
　
上
原
　
勝
利

　
富
永
　
志
郎
　
　
乾
　
　
　
崇
　
　
前
田
　
忠
道

厚
生
常
任
委
員
会
（
６
名
）

◎
安
田
　
孝
子
　
○
村
上
　
浩
一
　
　
坂
東
　
泰
幸

　
柏
木
美
治
代
　
　
岩
野
　
角
雄
　
　
鈴
木
　
幸
三

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
６
名
）

◎
村
上
　
浩
一
　
○
吉
岡
　
　
薫
　
　
坂
東
　
泰
幸

　
本
淨
　
敏
之
　
　
安
田
　
孝
子
　
　
乾
　
　
　
崇

議
会
運
営
委
員
会
（
６
名
）

◎
前
田
　
忠
道
　
○
富
永
　
志
郎
　
　
柏
木
美
治
代

　
上
原
　
勝
利
　
　
吉
岡
　
　
薫
　
　
岩
野
　
角
雄

議
会
改
革
特
別
委
員
会
（
６
名
）

◎
岩
野
　
角
雄
　
○
本
淨
　
敏
之
　
　
柏
木
美
治
代

　
富
永
　
志
郎
　
　
安
田
　
孝
子
　
　
鈴
木
　
幸
三

防
災
対
策
特
別
委
員
会
（
６
名
）

◎
前
田
　
忠
道
　
○
岩
野
　
角
雄
　
　
本
淨
　
敏
之

　
吉
岡
　
　
薫
　
　
富
永
　
志
郎
　
　
乾
　
　
　
崇

人
権
対
策
特
別
委
員
会
（
６
名
）

◎
安
田
　
孝
子
　
○
上
原
　
勝
利
　
　
村
上
　
浩
一

　
本
淨
　
敏
之
　
　
吉
岡
　
　
薫
　
　
鈴
木
　
幸
三

広
報
編
集
特
別
委
員
会
（
６
名
）

◎
乾
　
　
　
崇
　
○
岩
野
　
角
雄
　
　
柏
木
美
治
代

　
村
上
　
浩
一
　
　
上
原
　
勝
利
　
　
前
田
　
忠
道

鈴
　
木
　
幸
　
三

54
歳

上
六
條
１
７
６
番
地
２

無
所
属

本
　
淨
　
敏
　
之

83
歳

高
瀬
７
８
９
番
地

無
所
属

岩
　
野
　
角
　
雄

66
歳

七
條
字
石
橋
ノ
上
10
番
地

無
所
属

上
　
原
　
勝
　
利

68
歳

西
分
字
滝
ノ
宮
南
27
番
地
１

無
所
属

富
　
永
　
志
　
郎

72
歳

神
宅
字
コ
ソ
ハ
ラ
10
番
地
２

無
所
属

吉
　
岡
　
　
　
薫

78
歳  

鍛
冶
屋
原
字
居
屋
敷
東
36
番
地
１

無
所
属

　
上
板
町
議
会
臨
時
会
が
10
月
６
日
に
開
会

さ
れ
、
議
長
に
坂
東
泰
幸
氏
、
副
議
長
に
鈴

木
幸
三
氏
が
選
任
さ
れ
、常
任
委
員
会
委
員
、

特
別
委
員
会
委
員
、
一
部
事
務
組
合
議
会
議

員
が
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選

任
同
意
の
審
議
の
結
果
、
学
識
経
験
者
に
橋

本
好
史
氏
、
議
会
選
出
委
員
に
村
上
浩
一
氏

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議
　
長
　
坂
　
東
　
泰
　
幸

副
議
長
　
鈴
　
木
　
幸
　
三

　
こ
の
た
び
、
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と

同
時
に
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
上

板
町
の
活
性
化
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め

専
心
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
前
議
長
　
本
　
淨
　
敏
　
之

　
前
副
議
長
　
安
　
田
　
孝
　
子

　
こ
の
た
び
、
議
長
並
び
に
副
議
長
を
退
任

い
た
し
ま
し
た
。
在
職
中
は
、
明
る
い
町
政

の
確
立
と
円
滑
な
議
会
運
営
を
心
が
け
て
参

り
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
そ
の
職
責
を
果
た
し
得
る
こ

と
が
で
き
、心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
町
政
発
展
の
た

め
に
努
力
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

板
野
西
部
消
防
組
合
議
会

　
坂
東
　
泰
幸
　
　
鈴
木
　
幸
三
　
　
村
上
　
浩
一

　
本
淨
　
敏
之
　
　
安
田
　
孝
子

阿
北
環
境
整
備
組
合
議
会

　
坂
東
　
泰
幸
　
　
鈴
木
　
幸
三

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
坂
東
　
泰
幸

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
議
会

　
坂
東
　
泰
幸
　
　
鈴
木
　
幸
三

監

査

委

員

（
学
識
経
験
）　
橋
本
　
好
史

（
議
会
選
出
）　
村
上
　
浩
一

● お問い合わせ ●　　上板町役場　議会事務局　　☎０８８−６９４−６８１５
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あおばの郷・プレジールあおば　（一社）ジャパンブルー上板　上板古事記研究会
上板町華道連盟　上板町更生保護女性会　上板町公民館書道講座　上板町消費者協会
上板町食生活改善推進協議会　上板町身体障害者会　上板町短歌講座　上板町俳句講座
上板町ボランティア連絡協議会　上板町薬草協会　上板町老人福祉センター講座　つるしかざり教室
メンタルヘルスボランティア「たんぽぽ」　上板町さくら親の会　上板町社会福祉協議会 
神宅小学校　東光小学校　松島小学校　高志小学校　上板中学校

　出展団体、開始時間等、変更となる場合があります
のでご了承ください。ご不明な点などにつきましては、
下記までお問い合わせください。

芸能大会 バザー

一般社団法人
ジャパンブルー上板

うどん販売
11月25日(土)・26日(日）

上板町役場前

上板町中央公民館
農村環境改善センター
上板町中央公民館
農村環境改善センター

展示等の部 （出展団体）

（出演団体） （参加団体）

25日（土）
10：30～

農村環境改善センター
２階ステージ

26日（日）
11：00～

農村環境改善センター
１階

25日（土）
10：30～16：00
26日（日）
9：00～15：00

上板町商工会青年部

ラムネ早飲み大会
2023
11月26日（日）

受付　12:00～　 開始　13：00
農村環境改善センター２階

（一社）ジャパンブルー上板
上板町更生保護女性会　
上板町商工会女性部　
上板町母子福祉会　
上板ライオンズクラブ　
子育て支援ボランティア　

上板町あじさいコーラス
上板町永扇会
上板町カラオケ三鳥会
上板町カラオケ連合会
上板町雁音流寿美歌会
上板町公民館日本舞踊講座
上板町消費者協会
上板町ファミリークラブ太極拳
上板町フラダンス講座　
上板町老人会芸能部
吟道瑞祥流上板支部連合
乃木流吟剣詩舞道徳島県本部上板支部

・絵本の読み聞かせ
・かんたん工作

上板町藍染研究会 上板町キラキラひろば藍染め体験 ・ハンカチ染め
・まつぼっくりツリー

● お問い合わせ ●　　上板町文化協会事務局　上板町教育委員会　　☎０８８－６９４－６８１４

開会式　11月25日（土）10：00～　農村環境改善センター２階

11月25日（土）
26日（日）

令和５年 令和５年度令和５年度令和５年度

上板町文化祭上板町文化祭上板町文化祭
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● お問い合わせ ●　　上板町立さくら保育所　　☎０８８－６９４－８１８０

● お問い合わせ ●　　上板町役場　産業課　　☎０８８－６９４－６８０６

　令和６年度に、さくら保育所へ入所を希望される
乳幼児の保護者の方は、入所申込書を受付期間中に
さくら保育所へ提出してください。
　入所申込書は、さくら保育所または、役場民生児
童課にあります。（令和５年11月15日から配布開始）
　また、年度途中での入所を希望される方も、この
期間中に申し込みをしてください。定員に余裕があ
る場合に限り入所できます。（受付期間終了後の申
し込みは、受付できません。）

　本町では、農業用廃ビニールの適正処理のため、回収日を設定しております。
　今年度につきましても下記のとおり、回収を行いますので、出し方のルールを
厳守し搬入して下さい。詳細については、下記のお問い合わせ先までご連絡下さい。

令和６年度　さくら保育所入所申し込み受付令和６年度　さくら保育所入所申し込み受付
入所対象児　満６ヶ月～３歳児まで
　　　　　　（令和２年４月２日以降に、生まれた乳幼児）

受付期間　令和５年11月20日～令和５年12月１日
　　　　　（土・日・祝日は、除く）
受付時間　午前８時30分～午後５時
受付場所　上板町立さくら保育所

保育を希望する場合は、保育を必要とする事由に該当することが必要です。
①就労（フルタイム・パートタイム・夜間・居宅内
　労働など、基本的に全ての労働を含む。）
②妊娠・出産
③保護者の疾病・障がい
④同居または、長期入院している親族の介護・看護
⑤災害復旧

⑥求職活動（３ヶ月以内）
⑦就学（職業訓練校等における職業訓練を含む）
⑧虐待やDVのおそれがあること
⑨育児休業（継続利用が必要である場合）
⑩その他①～⑨に類する状態として町長が認める場合

障害児福祉手当・特別障害者手当について

令和５年度　農業用廃ビニール類の共同処理について

・20歳未満の在宅重度障がい児で、日常生活が著し
く制限され、常時介護を必要とする程度の障害を有
する方は、障害児福祉手当が受けられます。
　ただし、受給者、配偶者、扶養義務者の所得制限や
診断書等支給要件があります。

《申請に必要な物》
・申請書類一式（役場民生児童課に備えております）
・認定診断書（障がいの部位によって様式が異なりま
す。役場民生児童課に備えております。）
・障がい児本人名義の通帳（保護者名義不可）
・世帯全員分のマイナンバーカード
・戸籍謄本
※申請を希望される場合は、診断書作成前に障がいの種
類や程度については主治医と十分にご相談ください。

・20歳以上で在宅の最重度障がい者で日常生活にお
いて常時特別の介護を必要とする方に支給されま
す。また、受給者、配偶者、扶養義務者の所得制限
や診断書等支給要件があります。
・障がい者手帳を持っていない要介護４，５の方など
でも対象になることがあります。

《申請に必要な物》
・申請書類一式（役場民生児童課に備えております）
・認定診断書（障がいの部位によって様式が異なりま
す。役場民生児童課に備えております。）
・年金証書、年金額がわかる通知書等（老齢年金・障
害基礎年金等、年金を受給している方）
・障がい者本人名義の通帳
・世帯全員分のマイナンバーカード
・戸籍謄本
・住民票謄本（家族全員分）
※申請を希望される場合は、診断書作成前に障がいの種
類や程度については主治医と十分にご相談ください。

● お問い合わせ ●
上板町役場　民生児童課　☎０８８－６９４－６８１１

障害児福祉手当 特別障害者手当

●回 収 日　令和５年11月28日（火）　9：00～15：00
●場　　所　板野郡農協　旧大山支所（神宅字堂床）
●処理品目　塩化ビニール類、硬質プラスチック類

※注意事項
農業用廃ビニール以外の異
物が混入しないように十分
注意して下さい
塩ビと硬質プラでは、金額
が異なるため分けて搬入し
て下さい

上板町シルバー人材センター会員募集
家でいるだけじゃもったいない！60歳になったらシルバー人材センターに入会しよう。

■会員になるには
上板町内に居住する原則60歳以上の方で働く意欲のある方。入会説明を受け、
センターの趣旨に賛同し、入会申込書を提出して頂ければ会員になれます。
■入会手続き
センターに電話でお問い合わせ頂くか、センターにご来所ください。
■主な仕事内容
〇一般作業分野：除草・草刈り・除草剤散布・屋内外清掃・墓地清掃など
〇農　作　業：にんじん収穫・庭木 消毒 など
〇サービス業：調理補助・施設管理・ ショッピングカート整理など
〇技 能 分 野：庭木や果樹の剪定など
〇運 転 業 務：送迎バス運転（大型免許所有の方）など
■その他
①会員に合った仕事を紹介します。
②会員登録して頂いても必ず仕事が提供されるとは限りません。
③仕事をした報酬は、配分金として月末締め、翌月の10日にセンターから支払い
ます。

④就業中、または就業途中で万一けがをした場合には、シルバー保険で対応します。

● お問い合わせ先 ●
上板町社会福祉協議会

上板町シルバー人材センター
☎０８８－６９４－６１５５
所在地：上板町西分字橋西 1－11

仕事をされる方は、年会費として
1,000円納めていただきます。

シルバー会員の豊かな経験知識を生かして様々なお仕事を御引き受けします。
電話で問い合わせ頂ければ、ご相談に応じます。仕事の依頼

働く喜び　見つけてみませんか？

高齢者の社会参加を応援します！

経
験
生
か
し
て

再
デ
ビ
ュ
ー

仲
間
が
で
き
て
楽
し
い
よ

シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
を

社
会
の
た
め
に

ＨＭ

　通告とは、「気になるこ
とを相談すること」です。
　あなたの判断で「しつ
けの限度を超えている」
「子どもへの関わり方が
おかしい」と感じたら迷
わず通告してください。誰が通告者かを知られることはあ
りません。保育所や学校に通っていない子どもが虐待され
ているとしたら、それに気付き守ることができるのは、あ
なたかもしれません。

11111111月月月月 は、「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」です
虐待されている子どもたちを守ることができるのはあなたかもしれません

　令和４年度に徳島県の児童相談所が対応した虐待相談
件数は1039件でした。
　また、令和３年度の児童虐待による死亡事例は、全国
で74件に及んでいます。

児童虐待の現状
■身体的虐待
殴る、蹴る、たたく、投げ落とす、激しく揺さぶる、
家の外に閉め出す、長時間正座をさせる など
■性的虐待　
子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグ
ラフィの被写体にする など
■ネグレクト（養育の拒否）
食事を与えない、ひどく不潔なままにする、病気や
けがをしても病院に連れて行かない など
■心理的虐待
言葉により脅かす、無視する、子どもの目の前で家
族に対して暴力を振るう（DV） など

虐待の定義

　「しつけ」とは、子どもが社会の中で生きていくために
必要な善悪や礼儀作法を教え自律に導くことです。保護者
は、子どもを一人の人間として感情や価値観を尊重し、暴
力以外の方法によってしつけを行わなければなりません。
　「虐待」とは、保護者が子どもに行う行為で、子どもの
心や体を傷つけたり、健全な成長や発達を損なう行為を
いい、体に直接危害を加える行為に限らず、子どもに対
する不適切な関わり全てを含みます。
　保護者がいくら一生懸命で、子どもをかわいいと思っ
ていても、「しつけ」のつもりであったとしても、子ども
にとって有害な行為であれば虐待です。

「しつけ」と「虐待」の違い

気になることがあったら、
「通告」してください

児童相談所虐待対応ダイヤル189児童相談所虐待対応ダイヤル189児童相談所虐待対応ダイヤル189
お近くの児童相談所につながります。（24時間365日通話料無料）

●中央こども女性相談センター
　☎０８８－６２２－２２０５ 
●上板町　民生児童課
　☎０８８－６９４－６８１１　

相談窓口

児童相談所虐待対応ダイヤル
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上板町シルバー人材センター会員募集
家でいるだけじゃもったいない！60歳になったらシルバー人材センターに入会しよう。

■会員になるには
上板町内に居住する原則60歳以上の方で働く意欲のある方。入会説明を受け、
センターの趣旨に賛同し、入会申込書を提出して頂ければ会員になれます。
■入会手続き
センターに電話でお問い合わせ頂くか、センターにご来所ください。
■主な仕事内容
〇一般作業分野：除草・草刈り・除草剤散布・屋内外清掃・墓地清掃など
〇農　作　業：にんじん収穫・庭木 消毒 など
〇サービス業：調理補助・施設管理・ ショッピングカート整理など
〇技 能 分 野：庭木や果樹の剪定など
〇運 転 業 務：送迎バス運転（大型免許所有の方）など
■その他
①会員に合った仕事を紹介します。
②会員登録して頂いても必ず仕事が提供されるとは限りません。
③仕事をした報酬は、配分金として月末締め、翌月の10日にセンターから支払い
ます。

④就業中、または就業途中で万一けがをした場合には、シルバー保険で対応します。

● お問い合わせ先 ●
上板町社会福祉協議会

上板町シルバー人材センター
☎０８８－６９４－６１５５
所在地：上板町西分字橋西 1－11

仕事をされる方は、年会費として
1,000円納めていただきます。

シルバー会員の豊かな経験知識を生かして様々なお仕事を御引き受けします。
電話で問い合わせ頂ければ、ご相談に応じます。仕事の依頼

働く喜び　見つけてみませんか？

高齢者の社会参加を応援します！
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　通告とは、「気になるこ
とを相談すること」です。
　あなたの判断で「しつ
けの限度を超えている」
「子どもへの関わり方が
おかしい」と感じたら迷
わず通告してください。誰が通告者かを知られることはあ
りません。保育所や学校に通っていない子どもが虐待され
ているとしたら、それに気付き守ることができるのは、あ
なたかもしれません。

11111111月月月月 は、「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」です
虐待されている子どもたちを守ることができるのはあなたかもしれません

　令和４年度に徳島県の児童相談所が対応した虐待相談
件数は1039件でした。
　また、令和３年度の児童虐待による死亡事例は、全国
で74件に及んでいます。

児童虐待の現状
■身体的虐待
殴る、蹴る、たたく、投げ落とす、激しく揺さぶる、
家の外に閉め出す、長時間正座をさせる など
■性的虐待　
子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグ
ラフィの被写体にする など
■ネグレクト（養育の拒否）
食事を与えない、ひどく不潔なままにする、病気や
けがをしても病院に連れて行かない など
■心理的虐待
言葉により脅かす、無視する、子どもの目の前で家
族に対して暴力を振るう（DV） など

虐待の定義

　「しつけ」とは、子どもが社会の中で生きていくために
必要な善悪や礼儀作法を教え自律に導くことです。保護者
は、子どもを一人の人間として感情や価値観を尊重し、暴
力以外の方法によってしつけを行わなければなりません。
　「虐待」とは、保護者が子どもに行う行為で、子どもの
心や体を傷つけたり、健全な成長や発達を損なう行為を
いい、体に直接危害を加える行為に限らず、子どもに対
する不適切な関わり全てを含みます。
　保護者がいくら一生懸命で、子どもをかわいいと思っ
ていても、「しつけ」のつもりであったとしても、子ども
にとって有害な行為であれば虐待です。

「しつけ」と「虐待」の違い

気になることがあったら、
「通告」してください

児童相談所虐待対応ダイヤル189児童相談所虐待対応ダイヤル189児童相談所虐待対応ダイヤル189
お近くの児童相談所につながります。（24時間365日通話料無料）

●中央こども女性相談センター
　☎０８８－６２２－２２０５ 
●上板町　民生児童課
　☎０８８－６９４－６８１１　

相談窓口

児童相談所虐待対応ダイヤル
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マイナンバーカードは安全です。
❶顔写真付きのカードだからなりすまし防止
❷ＩＣチップにはプライバシー性の高い個人情報は
　入っていません
❸個人認証機能はパスワードがないと使えない
❹不正に読み出そうとするとＩＣチップが壊れる
❺万が一紛失しても24時間365日利用停止できる

マイナンバーカード関連
サービスの誤登録等が
あれば下記までお問い
合わせください
●　お問い合わせ　● マイナンバー総合フリーダイヤル　0120－95－0178　上板町役場　住民人権課　☎088－694－6809

お　知　ら　せ

　

令
和
５
年
10
月
７
日

（
土
）上
板
町
安
楽
寺
に
て
、

上
板
町
防
犯
推
進
委
員
協

議
会
、
徳
島
板
野
警
察
署

合
同
で
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
、
参
拝
者
に

グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、
振
り

込
め
詐
欺
防
止
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
10
月
13
日

（
金
）上
板
町
消
費
者
協
会

主
催
で
振
り
込
め
詐
欺
防

止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
徳
島
県
板
野

警
察
署
協
力
の
も
と
、「
阿

波
銀
行
上
板
支
店
」「
上

板
郵
便
局
」
前
で
特
殊
詐

欺
の
被
害
防
止
を
呼
び
か

け
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま

し
た
。

　
令
和
５
年
10
月
12
日（
木
）上
板
町
高
志
小
学
校
で
徳

島
板
野
警
察
署
指
導
の
下
、
防
犯
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
付

近
を
パ
ト
ロ
ー
ル

す
る
上
板
町
防
犯

推
進
委
員
協
議
会

の
紹
介
や
不
審
者

に
遭
遇
し
た
際
の

対
処
方
法
に
つ
い

て
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

● お問い合わせ ●　　上板町役場　産業課　☎０８８−６９４−６８０６

振り込め詐欺防止キャンペーン防犯教室

水
道
課
か
ら
の

お
知
ら
せ
！

※
宅
内
漏
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

宅
内
漏
水
の
見
つ
け
方

　
次
の
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
ま

す
と
、
水
漏
れ
が
わ
か
り
ま
す
。

①
家
中
の
蛇
口
を
全
て
閉
め
ま

し
ょ
う
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
フ
タ
を

開
け
て
メ
ー
タ
ー
を
見
ま
す
。

銀
色
か
赤
色
の
星
の
よ
う
な
形

の
も
の
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
を
、

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
た
ら
、

宅
内
の
ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
漏
水
が
見
つ
か
っ
た
と
き
は
、

個
人
負
担
で
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

※
漏
水
修
理
に
関
し
て
の
お
知
ら
せ

　
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側
を
修
理

す
る
場
合
、
特
別
な
資
格
を
必
要

と
は
し
ま
せ
ん
。
以
下
の
例
を
参

考
に
個
人
負
担
・
個
人
責
任
で
修

理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
個
人
で
修
理
材
料
を
購
入
し
漏

水
箇
所
を
修
理
す
る
。

②
知
り
合
い
の
技
術
の
あ
る
人
に

お
願
い
し
て
直
し
て
も
ら
う
。

③
水
道
業
者
に
連
絡
し
て
修
理
し

て
も
ら
う
。

　
（
水
道
業
者
に
心
当
た
り
が
な
い
場

合
は
、
上
板
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ
―

ジ
に
「
上
板
町
指
定
給
水
装
置
工

事
業
者
」
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場　
水
道
課

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
１
７

�

浄
化
槽
法
定
検
査

の
お
知
ら
せ

　　
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方

は
、
１
年
に
１
回
、
浄
化
槽
の
水

質
に
関
す
る
検
査
（
法
定
検
査
）

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
浄

化
槽
法
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
業

者
の
方
に
お
願
い
し
て
い
る
浄
化

槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
と
は
別
に

受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
次
の
期
間
に
、
徳
島
県
知
事
指

定
検
査
機
関
で
あ
る
、（
公
社
）徳

島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
対

象
施
設
に
は
連
絡
・
訪
問
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
間

　
令
和
５
年

　
　
11
月
21
日
～
12
月
４
日

●
対
象
地
域

　
上
板
町
全
域

●
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
社
団
法
人

　
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
８（
６
３
６
）１
２
３
４

●
浄
化
槽
な
ん
で
も
相
談
窓
口

　
☎
０
８
８（
６
３
６
）１
１
７
７

パイロット

※
口
座
振
替
の
方
は
、
11
月
30
日

に
引
き
落
と
し
い
た
し
ま
す
の

で
、
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に

異
動
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
自

動
的
に
解
約
と
は
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替

　
口
座
振
替
の
手
続
き

　
納
付
書
と
通
帳
と
通
帳
届
出
印

を
持
参
し
、
上
板
町
内
取
扱
金

融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

　
取
扱
金
融
機
関

　
阿
波
銀
行
、
徳
島
大
正
銀
行
、

　
板
野
郡
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

納期は次のとおりになっています。
納付期限内の納付にご協力をお願いいたします。

国民健康保険税 後期高齢者医療保険料

11月30日
（５期）

11月30日
（４期）

上板町役場　税務課
☎088−694−6807

上板町役場　健康推進課
☎088−694−6810

今
月
の
納
付
期
限

に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
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お　知　ら　せ

　
１
年
間
の
研
修
に
よ
り
、
林
業

の
現
場
で
即
戦
力
と
な
る
知
識
・

技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。

※
令
和
５
年
度
中
に
試
験
を
３
回

行
い
30
名
を
募
集
予
定

●
募
集
期
間

　
令
和
５
年
７
月
１
日（
土
）～�

　
令
和
６
年
１
月
26
日（
金
）

●
試
験
日

　
第
２
回

　
　
令
和
５
年
12
月
３
日（
日
）

　
第
３
回

　
　
令
和
６
年
２
月
４
日（
日
）

入
学
金
・
研
修
費
用

必
要
資
格
取
得
無
料

・
さ
ら
に
条
件
を
満
た
せ
ば
「
緑
の

青
年
就
業
準
備
給
付
金
」
年
間
最

大
１
５
５
万
円
支
給
。

生
理
用
品
の
提
供

　
上
板
町
で
は
「
女
性
つ
な
が
り

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

生
理
用
品
の
提
供
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
本
事
業
は
「
つ
な
が
り
支
援
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
と
く
し
ま
」
と
し
て
、

徳
島
県
が
委
託
し
て
い
る
「
特
定

非
営
利
活
動
法
人�

Ｇ
Ｗ
Ｅ
Ｉ
」

と
連
携
し
実
施
す
る
も
の
で
す
。

●
提
供
窓
口

　
住
民
人
権
課

●
提
供
の
条
件

・
女
性
１
人
に
つ
き
１
パ
ッ
ク

　
（
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り

ま
す
）

・
男
性
の
方
に
は
お
渡
し
で
き
ま

せ
ん

●
提
供
方
法

　
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
配
布
し
て

い
る
カ
ー
ド
等
を
ご
提
示
い
た
だ

く
か
、
提
供
窓
口
に
設
置
し
て
い

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
指
さ
し
て
合

図
を
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。

　
可
能
な
限
り
女
性
職
員
か
ら
お

渡
し
し
ま
す
（
書
類
申
請
等
は
不

要
で
す
。
名
前
、
住
所
等
の
個
人

の
特
定
は
行
い
ま
せ
ん
）。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場　
住
民
人
権
課

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
０
９

て
、
少
年
非
行
、
交
通
安
全
、
犯

罪
予
防
、
そ
の
他
地
域
の
安
全
に

関
す
る
問
題
等
に
つ
い
て
、
警
察

署
長
に
意
見
や
要
望
を
表
明
し
て
、

警
察
の
業
務
運
営
に
反
映
さ
せ
た

り
、
協
議
し
て
解
決
策
を
検
討
し

た
り
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場　
企
画
防
災
課

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
２
４

　
徳
島
板
野
警
察
署
で
は
、
令
和

５
年
６
月
１
日
、
地
域
に
お
け
る

安
全
に
関
す
る
問
題
を
協
議
す
る

た
め
、
徳
島
県
公
安
委
員
会
の
委

嘱
に
よ
り
次
の
方
々
を
徳
島
板
野

警
察
署
協
議
会
の
委
員
と
し
て
選

任
し
ま
し
た
。

・
三
好　
健
夫　
委
員

・
今
川　
智
久　
委
員

※
上
板
町
の
委
員
の
み
掲
載

　
委
員
は
、
地
域
住
民
を
代
表
し

徳
島
板
野
警
察
署
協
議
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

とくしま林業
アカデミー
WEBサイト

と
く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー　
第
９
期
生（
30
名
）

令
和
６
年
度 

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
！

　
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
見

込
額
を
確
認
し
、
将
来
の
生
活
設

計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も
ご

自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る

ほ
か
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
設
定
し
た
上

で
、
年
金
見
込
額
の
試
算
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

●
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
）

　

https://w
w
w
.nenkin.
go.jp/n_net/

●
お
問
い
合
わ
せ

　
日
本
年
金
機
構

　
徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
２
０
０

「
年
金
の
日
」・

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）

は「
年
金
の
日
」
で
す
‼

●
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
社
団
法
人

　
徳
島
森
林
づ
く
り
推
進
機
構

　
技
術
支
援
課

　
〒
７
７
０

−

０
０
４
５

　
徳
島
市
南
庄
町
５
丁
目
１

−

９

　

徳
島
県
木
材
利
用
創
造
セ
ン

タ
ー
「
林
業
人
材
育
成
棟
」

　
☎
０
８
８（
６
３
５
）７
８
１
２

　
℻
０
８
８（
６
６
１
）６
０
５
５
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保健師からのお知らせです
INFORMATION

　
ひ
と
り
で
（
家
庭
内
で
）
抱
え

込
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

『
あ
い
』
の
ご
利
用
案
内

●
場
所

　
上
板
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階

　
上
板
町
役
場
よ
り
西
へ
３
０
０

メ
ー
ト
ル　
上
板
町
商
工
会
西
隣

●
受
付
時
間

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
９
時
～
17
時
（
土
日
祝
休
み
）

　
※
平
日
の
利
用
が
難
し
い
方
に

は
毎
月
第
４
土
曜
日　
19
時

～
21
時
（
要
予
約
）
で
相
談

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

●
電
話
番
号

　
☎
０
８
８（
６
３
７
）６
０
０
６

☆
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
匿
名
で
も
大
丈
夫

で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

ネ
ッ
ト
通
販

最
終
契
約
画
面
の
確
認
を
！

　
ネ
ッ
ト
通
販
の
「
定
期
購
入
」

に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
多
か
っ
た
の
が
、

化
粧
品
・
健
康
食
品
・
電
子
た
ば

こ
な
ど
の
商
品
で
し
た
。

　
「
い
つ
で
も
解
約
で
き
ま
す
」

と
い
う
広
告
を
見
て
購
入
し
た
の

に
「
１
回
の
み
の
購
入
で
は
解
約

で
き
な
い
。」「
中
途
解
約
金
が
発

生
す
る
。」
な
ど
と
言
わ
れ
、
申

し
込
み
時
に
想
定
し
た
以
上
の
支

払
い
が
必
要
に
な
っ
た
。
と
い
う

ケ
ー
ス
や「
特
別
割
引
ク
ー
ポ
ン
」

を
使
用
し
た
こ
と
で
消
費
者
が
気

付
か
な
い
う
ち
に
購
入
回
数
の
条

件
が
あ
る
定
期
コ
ー
ス
に
変
更
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
な
ど
の
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
「
最
終

確
認
画
面
」
の
文
字
が
小
さ
か
っ

た
り
多
数
回
ス
ク
ロ
ー
ル
し
な
い

と
確
認
で
き
な
か
っ
た
り
と
、
消

費
者
が
認
識
し
づ
ら
い
こ
と
が
原

因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
基
本
ネ
ッ
ト
通
販（
通
信
販
売
）

で
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

ま
せ
ん
。
私
達
、
消
費
者
自
身
が

気
を
つ
け
て
購
入
す
る
こ
と
が
最

も
重
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
最
終
契
約
画

面
の
確
認
と
契
約
条
件
が
記
載
さ

れ
て
い
る
画
面
は
ス
ク
リ
ー
ン

シ
ョ
ッ
ト
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

　
不
安
に
思
う
こ
と
や
困
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
左
記
ま
で
ご
相
談
下

さ
い
。

●
上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
１
６

　
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料�

　
受
付　
平
日
９
時
～
12
時　
13

時
～
16
時
30
分
（
土
・
日
・
祝
・

年
末
年
始
を
除
く
）

●
徳
島
地
方
法
務
局
常
設
相
談
所

　
徳
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
徳
島
市
徳
島
町
城
内
６
番
地
６

　
徳
島
合
同
庁
舎
６
階

　
相
談
時
間　
平
日　
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

電
話
に
よ
る
相
談

⃝

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル�

　
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

　
※
発
信
地
域
に
応
じ
て
、最
寄
り

の
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⃝

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

�

０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０［
無
料
］

⃝

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

　
※
発
信
地
域
に
応
じ
て
、最
寄
り

の
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場　
住
民
人
権
課

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
０
９

�　
上
板
町
子
ど
も
・
若
者
相
談
支

援
室
『
あ
い
』
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
を
お
持
ち
の
子
ど
も
・
若
者

（
概
ね
39
歳
ま
で
）
と
そ
の
保
護

者
の
方
な
ど
が
ご
相
談
い
た
だ
け

る
場
所
で
す
。

　
ど
ん
な
悩
み
も
じ
っ
く
り
お
聞

き
し
、
一
緒
に
解
決
方
法
を
探
し

ま
す
。

●
開
設
時
間

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
開
設
場
所

　
上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場　
総
務
課

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
０
１

�

人
権
相
談

　
上
板
町
で
は
法
務
大
臣
よ
り
委

嘱
を
う
け
た
人
権
擁
護
委
員
が
、

特
設
相
談
所
を
設
け
、
皆
様
の
人

権
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
た
り
、

法
務
局
と
連
携
し
な
が
ら
人
権
を

守
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令

和
５
年
11
月
は
次
の
と
お
り
予
定

し
て
い
ま
す
。

●
開
催
場
所

　
上
板
町
中
央
公
民
館

　
（
役
場
２
階
）
第
１
会
議
室

●
開
催
日
時

　
令
和
５
年
11
月
16
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　
ま
た
、
徳
島
県
立
人
権
教
育
啓

発
推
進
セ
ン
タ
ー
及
び
徳
島
地
方

法
務
局
常
設
相
談
所
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
書
き
込
み
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
事
な
ど
、
様
々
な
相
談
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

●
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　
徳
島
県
男
女
参
画
・
人
権
課
分
室

　
☎
０
８
８（
６
６
４
）３
７
０
１

　
徳
島
市
東
沖
洲
２

−

14

　
沖
洲
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

内　
あ
い
ぽ
ー
と
徳
島

く
ら
し
の
保
険
相
談

　

馬
道
会
館
で
は
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
生
活

に
密
接
し
た
各
種
保
険
相
談
を
開

催
し
ま
す
。

　
疑
問
や
不
安
を

か
か
え
て
い
る
か

た
、
老
後
の
生
活

設
計
に
悩
ん
で
い

る
か
た
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

　
令
和
５
年
11
月
28
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
場
所

　
馬
道
会
館

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）４
８
６
８

　
上
板
町
西
分
字
原
渕
18

−

２

　
相
談
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

�

一
日
行
政
相
談
所

開
設
予
定
日

　
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所
の
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
の

相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
行
政
機
関
に
あ
っ
せ
ん
を
行
い

ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
開
設
日

　
令
和
５
年
11
月
15
日（
水
）

各　種　相　談

ひ
と
り
悩
ま
ず

『
あ
い
』
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か

上
板
町
消
費
生
活

相
談
窓
口
か
ら
の

お
知
ら
せ

年

金

健
康
保
険

失
業
保
険

労
災
保
険

交
通
事
故

生
命
保
険

住
宅
ロ
ー
ン
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保健師からのお知らせです
INFORMATION

● お問い合わせ ●　　上板町保健相談センター　　☎０８８−６９４−３３４４

　高齢者個人の発病および重症化を防ぐために、季節性インフルエンザの予防接種を下記のとおり行います。接種を
希望する方は、⑥の接種医療機関へ直接申し込んで下さい。
　
①　対象者
　１．上板町に在住している65歳以上の者。（昭和33年10月・11月・12月及び昭和34年１月生まれの方は、満65

歳に到達した日から接種対象になります。）
　２．60歳から65歳未満の者であって、心臓、じん臓、若しくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免

疫の機能障害を有するものとして厚生労働省令で定めるもの。
　３．１または２に該当し、自分で接種の意思確認ができて予診票に自分で署名できる者。（自署できない方は、代

筆者が署名し、代筆者の氏名、住所、電話番号、被接種者との続柄を記載すること。）
　
②　実施期間
　　令和５年10月１日から令和６年１月15日（医院の診療時間）
　　※予約及び接種については、接種を希望する医療機関へお問い合わせください。
　

③　接種回数　　１回
　
④　持っていくもの
　　健康保険証または後期高齢者医療被保険者証（住所と年齢確認のため）
　　予診票　　　※町内接種医療機関には設置しております。
　　接種済証
　

⑤　費用　　自己負担額　８００円
　

⑥　町内接種医療機関（あいうえお順）

⑥の町内接種医療機関以外で接種を希望される方には、予診票等を窓口へ取りにお越しい
ただくか、郵送にてお渡しいたしますので、上板町役場 健康推進課（保健相談センター）
☎０８８－６９４－３３４４までお問い合わせください。

井関クリニック　井関俊彦医師　☎０８８−６３７−６０６６
※町内接種医療機関には予診票等を設置

しておりますので、直接町内接種医療
機関へお申し込みください。

友　成　医　院　友成信二医師　☎０８８−６９４−５５１５

野　田　医　院　野田泰弘医師　☎０８８−６９４−２００９

1 高齢者のインフルエンザ予防接種について
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● お問い合わせ ●　　上板町保健相談センター　　☎０８８−６９４−３３４４

項目 対象者 検診内容 自己負担金 定員

胃 が ん 検 診

40歳以上

バリウム検査 1,000円 36名

大 腸 が ん 検 診 便潜血検査2日法 500円

肺 が ん 検 診 胸部Ｘ線撮影 無料

特定健康診査※ 40歳以上
（※受診券が必要） 身体測定、血液検査、尿検査、医師の診察 1,000円

乳 が ん 検 診 40歳以上の女性
（２年に１回） マンモグラフィー撮影 1,500円 30名

骨 粗 鬆 症 検 診 40歳以上の女性 前腕部（手首）のX線検査により骨密度を
計測します。 500円 36名

頸部超音波検査 20歳以上 超音波検査で頸部（頸動脈、甲状腺）をみ
ます。 3,300円 24名

※昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性の方は、特定健診と同時に風しん抗体検査を受けることがで
きます。（クーポン券が必要です。）

実施日 受付時間
（時間予約制）

検診項目
申込み期間

胃 大腸 肺 特定 乳 骨 頸部

11月30日（木） 13：30～15：30 ● ●
受付中

12月　7　日（木） 　8：30～11：00 ● ● ● ● ●

　1　月23日（火） 　9：00～10：00 ● ● 12/11より
受付開始

《受付場所》上板町保健相談センター　１階（＊受付場所は変更になる場合があります。）

《申 込 み》保健相談センター・保健師まで（☎088−694−3344）にてお申し込み下さい。
　　　　　　＊申し込まれた方には問診票、大腸容器等を送付します。

《検診日程》

　日本乳癌検診学会より、乳がん検診については、新型コロナワクチン接種前に受診するか、ワクチン接種後
少なくとも４～６週間後の間隔をおいてから受診することが推奨されています。（新型コロナワクチン接種後
の反応性リンパ節腫大への偽陽性を予防するため。）

　今回の検診を受けていただける方は、
　右の表の通りです。

　

　なお、今回の検診を受けることができない場合は、医療機関で実施する個別検診で受診していただくことが
できますので、保健相談センターまでお問い合わせください。

乳がん検診を希望される方へ　～ご注意ください～

検診日 コロナワクチン接種日
① 11/30（木） 10/19（木）　以前にお済みの方
② 12/　7　（木） 10/26（木）　以前にお済みの方

2 各種集団健（検）診について
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● お問い合わせ ●　　上板町保健相談センター　　☎０８８−６９４−３３４４

3 個別検診について
検診名 対象者 自己負担金 検診期間

子宮頸がん検診 20歳以上の女性（２年に１回） 1,200円
令和６年３月31日まで
（医院の診療時間内）乳 が ん 検 診 40歳以上の女性（２年に１回） 1,500円

胃 内 視 鏡 検 診 50歳以上の方（２年に１回） 4,100円

《検診場所》県内広域医療機関
《申 込 み》保健相談センター・保健師まで（☎088−694−3344）にてお申し込み下さい。
　　　　　　＊申し込まれた方には問診票を送付いたします。

※胃内視鏡検診について
　この胃がん検診で実施する内視鏡検査では、鎮静剤を使用できません。また、同一年度に胃部エックス線検査と併

用はできません。

＊40歳、50歳、60歳、70歳（下記の生年月日）の方には、11月中旬に「歯周病検診受診券」を送付いたします。
検診期間は令和６年１月31日まで（医院の診療時間内）です。

　この機会に歯周病検診を受診しましょう。

昭和58年４月２日 ～ 昭和59年４月１日生 昭和48年４月２日 ～ 昭和49年４月１日生
昭和38年４月２日 ～ 昭和39年４月１日生 昭和28年４月２日 ～ 昭和29年４月１日生

１１⽉８⽇は、いい⻭の⽇

徳島県⼝腔保健⽀援センター
（徳島県健康づくり課内）

TEL ０８８−６２１−２７３６

⻭みがきなどの⽇頃のケアや定期健診
あなたの⾏動次第でいい笑顔が続きます

知ってい
ますか？

●⻭の質の強化
●エナメル質の再⽯灰化を促進
●⾍⻭菌の働きを抑制する

「フッ素」がこの３つの働きでむし⻭の発⽣と
進⾏を防いでくれます

⻭質・細菌・糖分、この３つの要素が重なっ
たとき、時間の経過とともにむし⻭が発⽣し
ます。
毎⽇の⻭みがきでお⼝の環境を清潔に保つこ
とが⼤切です。

むし⻭予防に！フッ素⼊り
⻭みがき粉の効果的な使⽤法！

むし⻭とは・・・

むし⻭を防ぐ「フッ素」の働き！！

注意事項歯磨剤のF濃度使用量年齢
仕上げみがき時に保護
者が行う

500ppｍ(泡状歯磨剤
1000ppｍ)

切った爪程度の少量６か月(歯の萌出)
～２歳

就寝前が効果的
歯みがき後５～１０ml
の水で1回のみ洗口

500PPｍ(泡状・ＭＦ
Ｐ歯磨剤1000ppm)

5㎜程度３歳～５歳

就寝前が効果的
歯みがき後10～15ml
の水で1回のみ洗口

1000ppm１㎝程度６歳～１４歳

就寝前が効果的
歯みがき後10～15ml
の水でのみ洗口

1000～1500ppm２㎝程度１５歳以上

お⼝の健康を守るために定期的に⻭科健診
に⾏きましょう！

徳島県⼝腔保健⽀援センター(健康づくり課内)
TEL ０８８−６２１−２７３６

4 いい歯の日について

5 歯周病検診実施について
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担当時間以外
の深夜の救急

きたじま田岡病院　　698−1234　　全日対応ですが、要確認
稲 　 次 　 病 　 院　　692−5757　　水曜日、土曜日は受診前に要確認
東徳島医療センター　　672−1171　　対応日は確認してください

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。

令和５年 11・12月分
〈11/1～12/10 まで〉

市外局番は
（０８８）です。在 宅 当 番 医在 宅 当 番 医 ■ 担当時間 ■

平日18：00～22：00
休日　9：00～22：00

こども
用

とくしまの小児救急医療体制 各医療機関
所在地

※受診される場合は、事前に確認し健康保険証・医療費助成の
受給者証をお持ちのうえご利用ください。

本ページの医療体制は変更されることがあります。
最新の情報は左記ＱＲコードからご確認ください。
https://anshin.pref.tokushima.jp/med/docs/
2012081600367/

11
月

1 ㈬ 三 愛 内 科 672−0176
2 ㈭ 奥 村 医 院 692−2403
3 ㈮ こやま小児科内科クリニック 637−3211
4 ㈯ 山 田 眼 科 藍 住 692−8118
5 ㈰ こ う の INR ク リ ニ ッ ク 693−1103
6 ㈪ 福 島 内 科 672−4970
7 ㈫ 新 野 医 院 672−0571
8 ㈬ 近 藤 内 科 医 院 672−5630
9 ㈭ ファミリークリニックしんの 672−5148

10 ㈮ み や ざ き 内 科 診 療 所 672−6618
11 ㈯ たかた整形外科・せぼねクリニック 698−8689
12 ㈰ 杉 み ね 整 形 ク リ ニ ッ ク 693−1021
13 ㈪ 藍住たまき青空クリニック 678−7727
14 ㈫ 友 成 医 院 694−5515
15 ㈬ 井 関 ク リ ニ ッ ク 637−6066
16 ㈭ 上板整形外科クリニック 637−6600
17 ㈮ 川 原 眼 科 694−8388
18 ㈯ 山 根 眼 科 692−8171
19 ㈰ 増 田 ク リ ニ ッ ク 693−3020
20 ㈪ 浦 田 病 院 699−2921

11
月

21 ㈫ 芳 川 病 院 699−5355
22 ㈬ 西 條 内 科 耳 鼻 科 692−8711
23 ㈭ 小 松 泌 尿 器 科 692−1277
24 ㈮ 春 藤 内 科 胃 腸 科 699−3777
25 ㈯ 富 本 小 児 科 内 科 692−7228
26 ㈰ 新 野 医 院 672−0571
27 ㈪ 井 上 医 院 699−8070
28 ㈫ 谷口耳鼻咽喉科クリニック 699−2787
29 ㈬ か ま だ 眼 科 678−8585
30 ㈭ 矢 野 医 院 692−4411

12
月

1 ㈮ 有 住 内 科 ク リ ニ ッ ク 698−8655
2 ㈯ 中 山 産 婦 人 科・ 小 児 科 692−0333
3 ㈰ 大 久 保 内 科 692−1220
4 ㈪ 越 智 内 科 胃 腸 科 698−3111
5 ㈫ 吉 野 川 病 院 698−6111
6 ㈬ 新 居 内 科 698−8808
7 ㈭ 田 根 内 科 698−0123
8 ㈮ い の も と 眼 科 内 科 698−8887
9 ㈯ 内科クリニック・オクムラ 692−4771

10 ㈰ 藍住たまき青空クリニック 678−7727

11月　保健行事予定表
Ⅰ　健康相談・健康教育

月日 時　間 場　所 内　容 担　当
11/7 13：30～15：00 保健相談センター 個別健康相談 保健師・管理栄養士
12/5 13：30～15：00 保健相談センター 個別健康相談・健康教育 保健師・管理栄養士・理学療法士

Ⅲ　乳幼児健康診査

月日 受付時間 場　所 内　容 該当者

11/15 ※個別通知にて
　案内します。 保健相談センター 問診、内科・歯科診察、身体測定、尿検査、

発達・育児・歯科・栄養相談
令和２年３月１月～　
令和２年５月31月生

１．３歳児健康診査

月日 受付時間 場　所 内　容 該当者

11/10 9：50～10：00 上板町中央公民館 離乳食教室、赤ちゃんの成長発達・事故
予防・予防接種について

令和５年５月６日～　
令和５年８月25日生

２．のびのび子育て教室

Ⅱ　集団がん検診
月日 時　間 受付場所 内　容 該当者

11/30 13：30～15：30 保健相談センター
乳がん検診（マンモグラフィ撮影）

金額：1,500円
骨粗しょう症検診 金額：　500円

40 歳以上の女性の住民の方
募集人数 乳がん検診　　　：30名

骨粗しょう症検診：36名

● お問い合わせ ●　　上板町保健相談センター　　☎０８８−６９４−３３４４
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認知症と人生会議（ACP）についての講演会
「認知症の母が命懸けで教えてくれたこと」

● お問い合わせ・申し込みは ●　　上板町役場　健康推進課　　☎０８８－６９４－６８１０

　町民の皆さんの健康の保持増進と国民健康保険事業の円滑な運営を図るため、
「歩いてポイ活！かみいたGOGO！ウォーキング」を開催します！
　当日は、色づく紅葉を楽しみながら約３キロと５キロのコースをウォーキング。
　ウォーキング後は、町内企業の商品が当たる「お楽しみ抽選会」や、技の館内の
WAZA CAFFEでイベント限定の軽食をご用意しています♪
　また、徳島健康ポイントプロジェクト「テクとく」のアプリを
ダウンロードされている方に通常１日80ptのところ、200pt贈呈。
　この機会に「楽しく」「お得に」ウォーキングを楽しもう！

● お問い合わせ ●
　上板町役場　健康推進課　☎０８８－６９４－６８１０

■定　　員　50名
■集合場所　技の館　正面玄関前駐車場（上板町泉谷字原東32－4）
■参加対象　どなたでも参加できます。【参加無料】
　　　　　　※小学生以下の参加の場合は、保護者の同伴が必要です。
■申込方法　お電話にてお申し込みください。
　　　　　　【申込締切　令和５年11月15日（水）】
■申 込 先　上板町役場　健康推進課
　　　　　　☎０８８－６９４－６８１０
■持 ち 物　飲み物・タオル・雨具など

受　　付　午前８時40分～
開始時間　午前９時（スタート）
終了時間　午前12時頃（予定）　昼食後、自由解散

令和５年11月18日土日時

■ 初級コース【約３キロ】
　 技の館周辺
■ 中級コース【約５キロ】
　 技の館（スタート）　➡
　 上板ＳＡ登り（トイレ休憩）　➡
　 薬草公園　➡　技の館（ゴール）

小雨決行

ウォーキングコース

歩いてポイ活！
かみいたGOGO！ウォーキングを開催！
歩いてポイ活！
かみいたGOGO！ウォーキングを開催！

人が生きて老いてゆく先には、必ず死と別れがあります。
でも人生の最終章は悲しいだけではありません。
お互いを思いやり、かわす笑顔もありました。
今回もまた、誰もが自分の事として
感じてもらえる物語になったと思います。

今年は、初級コースと中級コースの２コースから選べます！！今年は、初級コースと中級コースの２コースから選べます！！

北島町立図書館・創世ホール
３階 多目的ホール

板野郡北島町新喜来字南古田91

12：30～13：00　受付
13：00～14：45　映画上映
14：45～15：00　休憩
15：00～16：00　講演会

令和５年12月３日日

映画を撮影した　信友直子監督　講演会

［主催］　板野郡医師会
［共催］　松茂町　北島町　藍住町
　　　　板野町　上板町
在宅医療・介護連携推進事業　

定員300名
要 申 込
※11月30日締切

北島町立
図書館・創世ホール

イ　ベ　ン　ト
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藍をもっと身近に感じてもらえる
藍マルシェを開催します！
藍以外にもハンドメイド作家さん
こだわりの、可愛い＆おしゃれな
作品をたくさん出店予定です。
ワークショップも多数開催します。
全て、お子さまと一緒に楽しんでもらえるワー
クショップになっています。
キッチンカ―もたくさんやってきます！今回も、
物販＆飲食で合わせて約50店舗が出店します。
欲しいモノがきっと見つかるはず！
他に、必ず景品がもらえる「子ども広場」も開催！
スーパーボールすくい・射的・くじ引きなど小さなお子様でも楽しめる広場
になっています。

また、藍マルシェは、今回で10回目の開催です！
記念すべき10回目開催ということで、大人気の
お菓子投げ＆お餅投げを開催します。
11時30分～（参加無料、お菓子投げはお子様
のみ。お餅投げは大人の方対象）
お菓子やお餅を入れる袋は、ご持参ください。

お問い合わせ
技の館 ／（一社）ジャパンブルー上板
（〒771－1310　徳島県板野郡上板町泉谷字原東32番地4）
☎０８８－６３７－６５５５　FAX０８８－６３７－６５５４　

令和５年
11月12日日
10時～15時 ※小雨決行

開催します！！開催します！！
藍マルシェ藍マルシェ

家族みんなで楽しめる
マルシェになっているので、
是非遊びにきてね！

⬅
出店店舗は、技の館インスタ
でＵＰしていきます。 
詳しいお店情報は、インスタ
をチェックしてください！

⬅
詳細は、
技の館ＨＰ
をご確認く
ださい。

「藍マルシェ」を開催します。
技の館開催

（板野郡上板町泉谷字原東32番地４）

イ　ベ　ン　ト

　
11
月
12
日（
日
）10
時
～
14
時
に
上
板
な
か

よ
し
こ
ど
も
食
堂
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
の
開
催
場
所
は
、
上
板
町
文
化
セ
ン

タ
ー
で
す
。（
住
所
：
上
板
町
神
宅
字
青
木

10
番
地
）

　
こ
ど
も
食
堂
は
、
地
域
の
こ
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
だ
れ
も
が
仲
良
く
楽
し
く
集
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
食
事
の
他
に
色
々
な
遊
び
や
ゲ
ー
ム
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
こ
ど
も　
無
料
、
大
人　
３
０
０
円
〉

　
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
の
技
の
館

ま
で
電
話
で
事
前
申
込
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
子
ど
も
食
堂
申
込
電
話
（
技
の
館
）

　
☎
０
８
８（
６
３
７
）６
５
５
５

●
日　
時　
11
月
22
日（
水
）　
10
時
～
12
時

●
場　
所　
上
板
町
役
場
２
階　
調
理
室

●
定　
員　
10
名
（
多
数
の
場
合
、
抽
選
）

●
参
加
費　
３
０
０
円

　

(

直
径
12
セ
ン
チ
１
台
持
ち
帰
れ
ま
す)

●
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、お
手
拭
き

●
締
め
切
り　
11
月
14
日(

火)

●
お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み

　
板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
８（
６
９
３
）３
０
３
３

　
楽
し
み
に
し
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
ア
イ
テ
ム

を
ブ
ロ
ー
チ
で
作
っ
て
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

　
12
月
８
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～

●
定
員

　
15
名
（
先
着
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

　
　
　
　
に
電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
）

●
材
料
代　
６
０
０
円
～
１
、０
０
０
円
程
度

●
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

　
馬
道
会
館

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）４
８
６
８

　
上
板
町
西
分
字
原
渕
18
番
地
２

　
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
付
け

に
う
っ
て
つ
け
の
ア
イ
テ

ム
。
ツ
リ
ー
の
よ
う
に
場

所
も
と
ら
ず
、
眺
め
て
楽

し
め
ま
す
。
手
作
り
リ
ー

ス
に
挑
戦
し
て
、
ク
リ
ス

マ
ス
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

　
11
月
29
日（
水
）　
午
後
１
時
30
分
～

●
申
し
込
み
締
め
切
り

　
11
月
24
日
（
金
）　
午
後
５
時
ま
で

●
材
料
代　
２
、０
０
０
円

●
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

　
馬
道
会
館

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）４
８
６
８

　
上
板
町
西
分
字
原
渕
18
番
地
２

ふ
ぁ
み
さ
ぽ
よ
っ
と
い

Ｄ
ａ
ｙ
!  

　
上
板

11
月
の
こ
ど
も
食
堂

開
催
の
お
知
ら
せ

in

さ
つ
ま
い
も
の
ケ
ー
キ

を
作
り
ま
せ
ん
か

ク
リ
ス
マ
ス
に
む
け
て

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ク
リ
ス
マ
ス
の
ブ
ロ
ー
チ
を

レ
ジ
ン
で
作
り
ま
せ
ん
か
？
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● お問い合わせ ●
上板町立歴史民俗資料館　☎０８８－６９４－５６８８

上板町立歴史民俗資料館場所

藍にまつわる地域の人々の紹介内容

令和５年11月21日（火）～11月30日（木）
（月曜休館）　午前９時～午後４時30分

日時

9：00～12：00ごろ（予定）11月19日（日）日時 雨天
決行

東光小学校　体育館場所

避難所運営訓練避難所運営訓練 を行います！を行います！
　避難所での生活を想像したことがありますか？普段とは
違った環境で生活することは、心身へのストレスも大きなも
のとなります。避難所でより快適な生活ができるよう、日頃
から訓練をしておきましょう。 

避難所にある備蓄の確認や使用方法及
び避難所運営の仕方を学び、災害に強
い地域づくりを目指しましょう。

【演題】「東日本大震災の被災地、
　　　　岩手県大槌町の事例から学ぶ」
【内容】震災についての体験談、教訓について
　　　　時間の経過ごとの被災地の様子について
　　　　避難所の状況について
　　　　情報及び情報発信の重要性について
　　　　※内容は変更になる場合がございます

〇申込方法
　お電話または窓口設置の申込用紙にてお申し
込みください。

　※申込用紙はＨＰでもダウンロードできます。
　　（申込締切　令和５年11月30日（木））
〇申込先　上板町役場　企画防災課

●主催　上板町自主防災組織連絡協議会
●共催　上板町役場　企画防災課
●お問い合わせ　事務局（上板町役場　企画防災課）
　　　　　　　　☎０８８－６９４－６８２４　　

令和元年度に日本遺
産に認定された「藍
のふるさと阿波～日
本中を染め上げた至
高の青を訪ねて～」。
令和５年度はそれぞ
れの市町において、
阿波藍にゆかりのあ
る人々を紹介する連
携パネル展を開催し
ます。

「藍にまつわる地域の人々」
開催のご案内

「藍にまつわる地域の人々」
開催のご案内

「藍にまつわる地域の人々」
開催のご案内

日本遺産　藍のふるさと阿波　９市町連携パネル展

上板町自主防災組織連絡協議会

■ハザードマップ
■被害想定図
■防災グッズ展示
■要約筆記
　　　　　　など

【その他展示など】

● お問い合わせ・お申し込みは ●
上板町役場　企画防災課　☎088－694－6824

日時：令和５年12月17日（日）
時間：10時～ 11時30分
場所：上板町役場２階　中央公民館　大会議室
定員：１００名

を開催します。
防災意識向上プロジェクト
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①
７
月
10
日

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
協
議
会

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議

②
７
月
11
日

・
総
務
常
任
委
員
会
学
校
訪
問

　
町
内
小
中
学
校
を
訪
問
し
現
状
把
握

③
７
月
25
日

・
令
和
５
年
第
２
回
臨
時
会
開
催

・
議
会
議
員
全
員
協
議
会

　
高
志
川
２
期
工
事
の
概
要
説
明

④
７
月
31
日

・
防
災
対
策
特
別
委
員
会

　
鳶
ケ
谷
川
及
び
古
毛
川
の
現
地
視
察

⑤
８
月
16
日

・
板
野
郡
議
長
会
議
員
研
修

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
研
修

⑥
８
月
22
日

・
議
会
運
営
委
員
会
開
催

　
第
３
回
定
例
会
開
催
日
程
等
協
議

⑦
８
月
24
日

・
議
会
議
員
全
員
協
議
会
開
催

　
第
３
回
定
例
会
提
出
議
案
説
明

⑧
８
月
29
日
～
31
日
（
会
期
）

・
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
開
催

　
８
月
29
日　
町
長
挨
拶
及
び
提
出
議
案
提

案
理
由
の
説
明

　
　
　
　
　
　
一
般
質
問

　
８
月
30
日　
一
般
質
問

　
８
月
31
日　
議
案
審
議
・
議
決
閉
会

質
問
１

高
齢
者
外
出
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事

業
に
つ
い
て

①
助
成
対
象
者
は

答　
弁
　

廣
野
健
康
推
進
課
長

　
上
板
町
に
住
民
票
が
あ
り
在
宅
で
生
活
す

る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
対
象
と
な
る
。
65

令
和
５
年
７
月
～
９
月

「
議
会
の
う
ご
き
」

議
会
だ
よ
り
上
板
町
議
会

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
の
福
祉
専
門
職
な
ど

に
協
力
依
頼
し
、
個
別
避
難
計
画
作
成
に
努

め
、
地
域
で
命
を
守
る
行
動
、
無
事
避
難
で

き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

質
問
３

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

①
令
和
５
年
の
火
災
発
生
件
数
、救
急
件
数
は

答　
弁
　

吉
田
企
画
防
災
課
長

　
１
月
か
ら
８
月
20
日
ま
で
の
火
災
発
生
件

数
４
件
、
う
ち
消
防
団
出
動
件
数
２
件
、
消

防
署
救
急
出
動
件
数
３
９
０
件
で
あ
る
。

②
第
十
新
田
地
区
の
消
防
水
利
の
現
状
は

答　
弁
　

吉
田
企
画
防
災
課
長

　
消
火
栓
は
２
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
防
火

水
槽
は
無
い
。
旧
吉
野
川
は
２
箇
所
で
取
水

可
能
で
あ
る
。

③
旧
吉
野
川
は
樹
木
・
雑
草
が
生
い
茂
り
取

水
が
困
難
で
あ
る
。
防
災
上
、
河
川
を
刈

り
明
け
る
な
ど
地
元
や
消
防
団
等
と
協
議

し
、
消
防
水
利
の
確
保
に
努
め
る
べ
き
で

は答　
弁
　

吉
田
企
画
防
災
課
長

　
旧
吉
野
川
を
管
理
す
る
徳
島
河
川
国
道
事

務
所
に
対
し
消
防
機
関
が
安
全
に
取
水
で
き

る
場
所
の
整
備
の
調
整
を
進
め
、
第
十
新
田

地
区
の
安
全
安
心
に
繋
げ
る
。

④
消
防
車
や
救
急
車
が
通
れ
な
い
狭
隘
な
町

道
の
拡
幅
整
備
は

答　
弁
　

佐
藤
建
設
課
長

　

町
道
は
７
１
４
路
線
、
総
延
長
は
約

２
７
５
㎞
あ
る
。
消
防
車
・
救
急
車
、
農
業

用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
大
型
化
し
て
い
る
。
緊

急
車
両
等
が
進
入
で
き
な
い
道
路
の
解
消
に

努
め
る
。

答　
弁
　

松
田
町
長

　
町
道
の
改
良
は
、
地
元
よ
り
拡
幅
要
望
が

あ
り
隣
接
土
地
所
有
者
全
員
か
ら
用
地
協
力

が
整
っ
た
路
線
か
ら
優
先
順
位
を
つ
け
予
算

の
範
囲
内
で
事
業
を
進
め
る
。

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
運
転
免
許
証
を
返

納
し
て
い
る
か
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
な
い

こ
と
が
要
件
と
な
る
。
75
歳
以
上
の
方
は
全

て
申
請
可
能
で
あ
る
た
め
、
75
歳
以
上
で
あ

れ
ば
車
で
移
動
し
て
い
る
人
も
申
請
で
き
る
。

②
自
ら
の
移
動
手
段
の
確
保
が
困
難
な
高
齢

者
等
、
移
動
手
段
が
な
く
本
当
に
困
っ
て

い
る
方
々
に
助
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

病
気
療
養
者
、
通
院
し
て
い
る
人
、
障
害

者
等
へ
の
助
成
額
を
増
額
で
き
な
い
か

答　
弁
　

松
田
町
長

　
高
齢
者
外
出
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

事
業
は
、
高
齢
者
の
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
障
害
者
、
病
気
療
養

者
等
へ
の
増
額
は
、
財
政
状
況
を
考
慮
し
つ

つ
助
成
の
対
象
に
つ
い
て
今
後
検
討
す
る
。

質
問
２

高
齢
者
の
災
害
時
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て

①
災
害
発
生
時
に
自
力
で
避
難
す
る
の
が
困

難
な
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
の
登
録
者
数
、
個
別
避
難
計

画
の
作
成
人
数
、
作
成
率
は

答　
弁
　

高
原
民
生
児
童
課
長

　
令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
の
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
登
録
者
１
６
１
９
名
、
個
別
避

難
計
画
作
成
者
１
４
０
名
、作
成
率
８
．６
％

で
あ
る
。

②
個
別
避
難
計
画
の
作
成
が
進
ん
で
い
な
い
。

進
ま
な
い
原
因
・
理
由
は

答　
弁
　

高
原
民
生
児
童
課
長

　
災
害
時
、
地
域
で
声
を
掛
け
合
い
家
族
や

近
所
の
方
と
一
緒
に
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
で
き

る
よ
う
個
別
避
難
計
画
は
必
要
で
あ
る
が
、

地
域
に
支
援
者
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。

③
町
か
ら
積
極
的
に
働
き
か
け
て
避
難
支
援

者
を
確
保
す
る
べ
き
で
は

答　
弁
　

高
原
民
生
児
童
課
長

　
要
支
援
者
と
関
わ
り
の
あ
る
地
域
の
方
々
、

自
主
防
災
組
織
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

「
一
般
質
問
」岩

野
角
雄 

議
員
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質
問
１

高
齢
者
の
健
康
対
策
に
つ
い
て

①
高
齢
化
が
進
む
中
、
要
介
護
認
定
率
も
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
フ
レ
イ
ル

予
防
の
実
施
状
況
及
び
本
年
度
県
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
フ
レ
イ
ル
予

防
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

答　
弁
　

廣
野
健
康
推
進
課
長

　
町
内
６
か
所
で
実
施
し
て
い
る
１
０
０
歳

体
操
等
の
フ
レ
イ
ル
予
防
の
状
況
は
、
４
月

か
ら
こ
れ
ま
で
延
べ
５
５
２
名
が
熱
心
に
活

動
し
て
い
る
。
本
年
度
は
、
徳
島
県
の
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
、
徳
島
県
理
学
療
法
士
会
よ

り
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
の
派
遣
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
参
加
者
に
は
大
変
好
評
を
い

た
だ
き
、
筋
力
づ
く
り
と
認
知
症
対
策
に
努

め
て
い
る
。

②
「
歩
い
て
ポ
イ
活
！
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
」
は
、
令
和
４
年
度
は
５
キ
ロ
コ
ー

ス
の
１
コ
ー
ス
の
み
で
し
た
が
、
高
齢
者

の
方
が
参
加
し
や
す
い
３
キ
ロ
コ
ー
ス
等

短
い
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
声
が
あ
る
が

答　
弁
　

廣
野
健
康
推
進
課
長

　
以
前
は
「
歩
け
歩
け
大
会
」
で
実
施
し
て

い
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
し
、
令

和
４
年
度
に
名
称
も
新
た
に
５
キ
ロ
コ
ー
ス

で
実
施
し
た
。
高
齢
の
方
に
参
加
い
た
だ
け

る
様
に
比
較
的
短
い
コ
ー
ス
の
設
定
も
し
た

い
。質

問
２

行
政
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
推
進
の
現
状

と
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
に
つ
い
て

①
国
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法

が
令
和
３
年
法
律
35
号
で
施
行
さ
れ
、
本

町
で
は
、
令
和
５
年
４
月
に
デ
ジ
タ
ル
推

進
室
が
設
け
ら
れ
た
。
本
町
は
、
今
後
デ

ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
に
基
づ
き
地
方

公
共
団
体
の
責
務
、
施
策
の
策
定
を
ど
の

よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
の
地
方
公
共

団
体
の
役
割
は
、
国
と
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成

に
関
す
る
施
策
が
迅
速
に
実
施
さ
れ
る
よ
う

連
携
し
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
・
集
約

な
ど
を
推
進
す
る
事
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

と
も
、
国
と
相
互
に
連
携
し
、
情
報
シ
ス
テ

ム
の
共
同
化
と
集
約
に
努
め
、
遅
滞
な
く
デ

ジ
タ
ル
行
政
を
遂
行
し
て
い
く
。

②
最
近
急
速
に
議
論
等
が
さ
れ
て
い
る
生
成

Ａ
Ｉ
の
行
政
の
活
用
策
に
つ
い
て

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
生
成
物
の
利
用
方
法
に

よ
っ
て
は
、
法
令
に
違
反
し
た
り
、
他
者
の

権
利
を
侵
害
し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
業

務
の
利
便
性
、
効
率
化
の
向
上
が
図
ら
れ
る

と
し
て
も
無
条
件
に
業
務
に
取
り
入
れ
る
事

は
出
来
な
い
。
個
人
情
報
な
ど
の
町
民
の
権

利
・
財
産
を
守
る
こ
と
を
前
提
に
、
生
成
Ａ

Ｉ
の
利
活
用
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
本
町

で
も
生
成
Ａ
Ｉ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
準
備
を

整
え
て
い
く
。

③
教
育
現
場
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
現
状
と

活
用
策
に
つ
い
て

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
教
育
現
場
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
、

現
状
の
と
こ
ろ
積
極
的
活
用
は
行
っ
て
お
ら

ず
、
慎
重
に
採
用
を
検
討
し
て
い
る
。
生
成

Ａ
Ｉ
に
限
ら
ず
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、

業
務
の
効
率
化
な
ど
、
働
き
方
改
革
に
大
き

く
寄
与
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
が
、
現

状
は
、
人
工
知
能
が
安
全
と
は
言
い
が
た
く
、

個
人
情
報
流
出
な
ど
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
、

そ
の
特
性
や
限
界
を
理
解
し
向
き
合
う
必
要

性
が
あ
る
。
活
用
策
に
つ
い
て
も
、
教
職
員

の
情
報
知
識
の
向
上
を
考
慮
し
な
が
ら
、
生

成
Ａ
Ｉ
の
活
用
、
働
き
方
改
革
等
を
進
め
て

い
く
。

質
問
３

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
と
今
後
の
授
業
改

善
策
に
つ
い
て

①
小
学
校
６
年
生
の
国
語
・
算
数
の
結
果
の

現
状
と
今
後
の
事
業
改
善
案
は
い
つ
示
さ

れ
取
り
組
ま
れ
る
の
か

答　
弁
　

瀬
尾
教
育
長

　
上
板
町
の
６
年
生
全
体
で
は
、
国
語
・
算

数
と
も
全
国
平
均
よ
り
高
い
数
値
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
町
全
体
と
し
て
は
特
に
国
語

は
文
書
を
書
く
力
と
表
現
力
を
養
う
た
め
に

多
様
な
文
章
を
読
み
、
理
解
と
表
現
の
練
習

を
さ
せ
る
。
算
数
は
応
用
的
な
問
題
へ
の
対

応
力
を
養
い
、
問
題
解
決
型
の
導
入
学
習
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
各
学
校

で
教
科
ご
と
に
具
体
的
な
改
善
策
を
作
成
し

授
業
を
行
っ
て
い
く
。

②
中
学
３
年
生
の
国
語
・
数
学
・
英
語
の
結

果
の
現
状
と
今
後
の
授
業
改
善
案
に
つ
い

て答　
弁
　

瀬
尾
教
育
長

　
上
板
町
の
中
学
３
年
生
全
体
で
は
、
国
語

は
全
国
平
均
と
同
程
度
、
数
学
・
英
語
は
、

全
国
平
均
よ
り
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
教
科
ご
と
に
具
体
的
な
改
善
策
を

作
成
し
、
授
業
を
行
っ
て
い
く
。

質
問
１

農
業
問
題
に
つ
い
て

①
果
樹
園
芸
農
家
の
問
題
と
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て

②
上
板
町
の
１
次
産
業
か
ら
３
次
産
業
ま
で

の
取
り
組
み
構
想
及
び
販
売
と
集
客
に
つ

い
て

③
上
板
町
の
北
岸
（
北
側
）
果
樹
園
芸
農
家

の
将
来
と
廃
園
地
の
復
活
構
想
に
つ
い
て

　
今
の
果
樹
園
芸
農
家
は
、
専
業
農
家
と
し

て
の
生
き
残
り
が
難
し
い
状
態
に
あ
る
。

そ
こ
で
提
案
す
る
が
、
低
木
で
あ
る
桑
の

木
を
植
え
て
は
ど
う
か
。

　
普
通
の
桑
で
は
無
く
通
称
「
雲
竜
桑
」
と

も
言
わ
れ
形
状
は
、
カ
ク
カ
ク
し
て
い
る
。

昔
の
一
部
町
内
の
養
蚕
農
家
は
、
そ
れ
で

蚕
を
育
て
て
い
た
。
葉
の
成
分
は
同
じ
で
、

茎
の
軸
は
乾
か
し
た
物
を
生
け
花
に
使
っ

て
も
ら
う
。
購
入
後
ラ
ッ
カ
ー
ス
プ
レ
ー

で
赤
・
金
・
銀
の
好
き
な
色
に
し
て
使
用

す
る
。
桑
の
葉
は
パ
ウ
ダ
ー
化
し
、
健
康

食
品
と
し
て
上
板
町
の
特
産
品
（
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
）
等
に
加
え
る
。

　
ま
た
、
花
の
市
場
や
販
売
促
進
方
法
に
つ

い
て
、
上
板
町
商
工
会
に
も
手
伝
っ
て
も

ら
い
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
指
導
を
し
て
頂

い
て
は
ど
う
か

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
現
在
の
上
板
町
の
農
業
に
お
け
る
問
題
は
、

町
全
体
の
農
家
に
当
て
は
ま
り
、
果
樹
・
園

芸
分
野
の
果
樹
農
家
に
つ
い
て
は
、
後
継
者

不
足
が
顕
著
で
あ
り
、
廃
園
地
も
含
め
非
常

に
深
刻
な
状
況
。

　
先
ほ
ど
提
案
の
あ
っ
た
桑
の
栽
培
な
ど
は
、

今
後
の
山
間
部
の
農
地
利
用
の
１
つ
の
可
能

性
を
見
出
せ
る
も
の
と
思
う
。

　
ま
た
、
町
と
し
て
も
農
業
収
益
向
上
に
繋

が
る
よ
う
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
加

え
、
市
場
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

安
田
孝
子 

副
議
長

村
上
浩
一 

議
員
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に
は
、
長
期
間
安
定
し
て
取
り
扱
い
可
能
な

商
品
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
１
次
産
業
で
あ
る
農
業
生
産
、
ま
た
、
加

工
の
２
次
産
業
と
、
サ
ー
ビ
ス
や
販
売
の
３

次
産
業
ま
で
を
融
合
す
る
こ
と
で
、
生
産
物

の
価
値
が
上
が
り
、
農
業
経
営
者
の
所
得
向

上
に
つ
な
が
り
、
上
板
町
商
工
会
と
も
連
携

し
て
、
全
て
が
一
丸
と
な
っ
て
今
後
の
町
内

の
農
業
全
体
の
振
興
に
努
め
て
い
く
。

質
問
２

上
板
町
の
経
費
削
減
に
つ
い
て

①
議
場
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

に
つ
い
て

　
議
員
も
理
事
者
側
も
同
時
に
ノ
ー
ト
型
パ

ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
人
件
費
と
し
て
は
多
大
な
抑
制

効
果
が
あ
り
、
事
務
の
効
率
化
を
図
る
上

で
非
常
に
大
切
と
考
え
ら
れ
る
。
近
隣
市

町
で
も
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
最
初
は
反

対
の
声
も
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
数
ケ
月
は

ペ
ー
パ
ー
で
の
議
案
書
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

併
用
す
る
。
慣
れ
て
く
る
と
違
和
感
が
無

く
な
り
、
今
で
は
便
利
と
言
わ
れ
て
い
る

そ
う
だ
。
３
年
に
１
回
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
交

換
し
て
も
費
用
は
、
安
く
つ
き
便
利
に
な

る答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
議
場
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
経
費
削
減
も
合
わ
せ
て
、
全

国
的
に
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
シ
ス
テ
ム
導
入
が
進
ん
で
い

る
。

　
近
隣
に
お
い
て
も
、
本
年
度
中
に
松
茂
町

が
導
入
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
す
で
に
導
入

済
み
の
藍
住
町
、
石
井
町
と
合
わ
せ
て
３
町

に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
上
板
町
と
し

て
も
、
議
案
書
の
作
成
や
資
料
の
配
布
方
法

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
形
で
議
会
へ
提
供
す
る

の
が
最
も
Ｄ
Ｘ
化
に
繋
が
る
か
検
討
す
る
。

　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
シ
ス
テ
ム
は
議
会
で
も
利

用
す
る
製
品
と
な
る
の
で
、
議
員
の
皆
様
方

や
議
会
事
務
局
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
導

入
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

質
問
１

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

①
周
知
後
、
加
入
や
相
談
な
ど
の
状
況
に
つ

い
て

答　
弁
　

廣
野
健
康
推
進
課
長

　
６
月
議
会
以
降
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

認
知
度
向
上
の
た
め
、
周
知
徹
底
を
図
る
よ

う
指
導
を
受
け
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
多

く
の
方
々
に
認
知
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
８

月
の
支
部
回
覧
に
お
い
て
、
案
内
チ
ラ
シ
を

全
戸
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
お
き
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
問

い
合
わ
せ
が
５
件
あ
り
、
す
で
に
取
り
付
け

た
の
が
１
件
、
申
請
準
備
中
が
２
件
、
年
齢

未
達
や
同
居
家
族
が
い
る
こ
と
に
よ
る
対
象

外
案
件
が
２
件
と
い
う
状
況
で
す
。

質
問
２

幼
稚
園
に
お
け
る
外
国
語
教
育
に
つ
い
て

①
専
任
教
師
の
配
置
に
つ
い
て

　
本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
先
生

方
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
中
学
校
は
も
と
よ

り
、
小
学
校
で
英
語
が
教
科
化
さ
れ
る
以

前
よ
り
、
外
国
語
教
育
に
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
ま
し
た
。
幼
稚
園
に
お
き
ま
し
て
も
、

月
に
１
回
程
度
、
外
国
人
講
師
に
よ
る
外

国
語
活
動
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
期
の
英
語
教
育
は
、
子
ど
も
の
柔

軟
性
に
よ
り
、
言
語
習
得
の
観
点
か
ら
も

効
果
的
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
な
ど
の
違
い
ゆ
え
、
日
本
語

を
英
語
に
訳
せ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い

よ
う
に
、
英
語
に
も
、
単
純
に
日
本
語
に

訳
せ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
文

化
の
違
い
が
ゆ
え
に
成
り
立
つ
表
現
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
多
様
性
な
も
の
や
こ
と
や

人
に
つ
い
て
柔
軟
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
人

へ
と
成
長
し
て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
専
任
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
言
語
と
す
る
講
師
を

配
置
す
る
こ
と
は
、
上
板
町
内
の
幼
稚
園

児
の
た
め
に
な
る
う
え
、
今
後
、
増
え
る

か
も
し
れ
な
い
多
国
籍
の
子
ど
も
の
受
け

入
れ
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
か
と
思
う
の
で

す
が

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
現
在
、
教
育
委
員
会
の
事
務
局
と
致
し
ま

し
て
、
上
板
町
立
幼
稚
園
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
第
１
回
目
の
会
議
を
８
月

21
日
に
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
委

員
会
の
検
討
事
項
と
致
し
ま
し
て
は
、
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
、
保
育
の
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
等
に
よ
り
、
子
ど
も
子
育
て
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
化
し
て
い
く
中
、
将
来
に
向
け

た
町
立
幼
稚
園
に
求
め
ら
れ
る
機
能
や
役
割

を
再
整
理
す
る
と
と
も
に
、
教
育
内
容
の
充

実
策
の
ほ
か
、
効
果
・
効
率
的
な
運
営
体
制

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
頂
き
、
基
本
的
な

考
え
方
及
び
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
具
体
的

な
方
策
を
答
申
し
て
頂
く
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
委
員
に
は
町
議
会
の
代
表
と
致
し
ま
し
て
、

総
務
常
任
委
員
長
も
お
い
で
ま
す
の
で
、
ご

提
案
の
外
国
語
教
育
に
つ
い
て
も
議
論
を
し

て
頂
け
る
事
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
外
国
語
教
育
を
取
り
入
れ
、

特
色
有
る
教
育
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
有
る

と
答
申
頂
け
れ
ば
専
任
教
師
の
配
置
も
含
め

調
査
研
究
し
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
１

令
和
４
年
度
決
算
に
つ
い
て

①
令
和
４
年
度
決
算
予
算
現
額
55
億
27
百
万

円
に
対
し
て
、
多
額
の
不
用
額
（
２
億
57

　
百
万
円
）
が
発
生
し
て
い
る
が
そ
の
要
因

は答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
人
件
費
を
除
く
不
用
額
の
大
き
な
要
因
は
、

総
務
費
で
情
報
系
電
算
機
賃
借
料
が
半
導
体

不
足
の
影
響
で
年
度
末
に
ず
れ
込
ん
だ
た
め
、

約
24
百
万
円
執
行
残
発
生
。
民
生
費
で
は
、

国
の
給
付
金
関
係
の
繰
越
事
業
で
（
非
課
税

世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
及
び
子
育
て
世
帯

等
臨
時
特
別
支
援
給
付
金
）
約
24
百
万
円
、

併
せ
て
障
害
者
自
立
支
援
給
付
金
等
の
扶
助

費
で
実
績
に
よ
る
給
付
の
た
め
約
９
百
万
円

執
行
残
発
生
。

②
令
和
４
年
度
決
算
の
人
件
費
予
算
総
額

12
億
13
百
万
円
に
対
し
て
決
算
額
11
億 

45
百
万
円
と
相
当
乖
離
し
て
い
る
が
予
算

策
定
時
の
査
定
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
予
算
査
定
時
に
は
、
各
費
目
に
お
け
る
必

要
人
数
と
そ
れ
に
応
じ
た
給
料
を
計
上
。
資

格
を
必
要
と
す
る
保
育
士
・
助
教
諭
、
特
に

会
計
年
度
任
用
職
員
は
募
集
に
対
し
て
応
募

が
少
な
い
た
め
執
行
残
発
生
。

再
問　
人
件
費
決
算
額
11
億
45
百
万
円
と
決

算
附
属
書
人
件
費（
対
外
公
表
の
人
件
費
）

10
億
68
百
万
円
と
の
差
額
77
百
万
円
（
事

乾
　
　
崇 

議
員

前
田
忠
道 

議
員
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業
費
支
弁
人
件
費
）
は
、
歳
出
の
ど
の
項

目
に
含
め
て
い
る
の
か

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
決
算
統
計
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
普
通
建
設

事
業
費
に
33
百
万
円
、特
別
会
計
人
件
費（
国

保
、
介
護
、
後
期
）
を
繰
出
金
と
し
て

38
百
万
円
、
職
員
に
係
る
児
童
手
当
を
扶
助

費
に
５
百
万
円
計
上
。

③
令
和
４
年
度
予
算
の
町
内
幼
、
小
、
中
学

校
ト
イ
レ
改
修
及
び
手
洗
い
自
動
水
栓
化

工
事
費
45
百
万
円
を
専
決
処
理
で
21
百
万

円
減
額
し
た
理
由
は

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
当
該
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
事
業
で
非

接
触
及
び
換
気
関
係
に
重
点
を
置
き
設
計
業

者
と
協
議
し
、
換
気
扇
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

自
動
水
栓
を
全
て
非
接
触
に
し
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
は
工
期
等
の
問
題
も
あ
り
、
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
材
料
不
足
懸
念
、
施
設
の
老
朽

化
に
伴
う
周
辺
工
事
の
拡
大
懸
念
も
あ
り
減

額
補
正
し
た
。

質
問
２

町
内
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
洋
式
化
に
つ
い
て

①
町
内
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
洋
式
化
率
は

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　

町
内
主
要
町
有
施
設
（
学
校
施
設
除
く
）

の
ト
イ
レ
洋
式
化
率
は
84
％
。

②
町
内
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
洋
式

化
の
計
画
に
つ
い
て

答　
弁
　

松
田
町
長

　
学
校
施
設
が
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

災
害
対
策
の
一
環
と
し
て
、
洋
式
化
を
進
め

る
一
方
で
少
子
化
が
進
む
中
、
学
校
の
実
態

に
応
じ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
改
修
に
向
け
模
索

し
て
い
く
。

質
問
３

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

①
町
内
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
で
は
夏
休
み
の
昼

食
提
供
の
ニ
ー
ズ
は
な
い
の
か

答　
弁
　

高
原
民
生
児
童
課
長

　
本
町
の
学
童
保
育
は
、
運
営
委
員
会
に
運

営
を
お
願
い
し
て
い
る
。
町
で
は
昼
食
提
供

の
ニ
ー
ズ
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
各
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
、
何

回
か
弁
当
を
注
文
、
ま
た
、
市
販
の
弁
当
・

パ
ン
等
自
由
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
各
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
で
は
保
護
者
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
工
夫
を
し
て
対
応
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

質
問
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、

別
人
の
情
報
が
誤
っ
て
登
録
さ
れ
て
い
る

問
題
や
、
行
政
か
ら
の
お
金
が
別
人
の
口

座
に
振
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
本

町
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
か

答　
弁
　

乾
住
民
人
権
課
長

　
交
付
率
は
71
．３
％
、
ト
ラ
ブ
ル
は
な
し
。

②
政
府
は
、
人
材
が
不
足
す
る
自
治
体
の
現

場
に
責
任
や
負
担
を
押
し
つ
け
て
い
る
。

マ
イ
ナ
事
務
負
担
に
対
し
て
の
認
識
は

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
一
時
的
な
交
付
申
請
の
急
増
に
よ
り
事
務

量
が
拡
大
し
て
い
て
、
事
務
負
担
は
重
い
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
健
康
保
険
証
が
一
体
化

し
て
、
来
年
秋
に
保
険
証
が
廃
止
に
な
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
人
に
「
資
格

確
認
書
」
を
発
行
す
る
の
に
は
、
手
間
と

事
務
コ
ス
ト
が
増
大
す
る
。
今
の
保
険
証

を
存
続
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
町
長

の
考
え
は

答　
弁
　

松
田
町
長

　
政
府
は
来
年
の
秋
に
は
今
ま
で
の
保
険
証

は
原
則
廃
止
の
方
向
で
進
ん
で
お
り
、
住
民

に
は
不
利
益
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
動

向
を
注
視
し
た
い
。

④
政
府
に
対
し
て
保
険
証
廃
止
の
撤
回
を
求

め
る
要
望
を
し
て
ほ
し
い

答　
弁
　

松
田
町
長

　
当
面
は
政
府
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。質

問
２

特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て

①
著
し
く
重
い
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に

特
別
な
介
護
が
必
要
な
20
歳
以
上
の
人
に

月
に
約
２
万
８
０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
る
。

介
護
保
険
の
要
介
護
４
、５
の
人
も
受
け

取
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
て
、
障
害
者
手
帳

が
な
く
て
も
申
請
で
き
る
。
要
介
護
４
、

５
の
認
定
を
受
け
た
人
は
そ
れ
ぞ
れ
何
人

か答　
弁
　

廣
野
健
康
推
進
課
長

　
要
介
護
４
は
95
名
、
要
介
護
５
は
79
名
。

②
特
別
障
害
者
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
何

人
か

答　
弁
　

高
原
民
生
児
童
課
長

　
今
年
８
月
現
在
18
人
。

③
制
度
の
周
知
を
徹
底
し
て
活
用
を

答　
弁
　

高
原
民
生
児
童
課
長

　
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
引
き
続
き
定

期
的
に
制
度
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
３

高
齢
者
補
聴
器
助
成
制
度
に
つ
い
て

①
高
齢
化
に
と
も
な
い
、
耳
が
聞
こ
え
に
く

く
な
る
難
聴
者
が
増
え
て
い
る
。
家
族
や

周
り
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
り
に
く
く
な
り
、
認
知
症
を
発
症
さ
せ

や
す
く
な
る
。
補
聴
器
は
高
価
な
た
め
に

我
慢
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。
補
聴
器
の

補
助
を

答　
弁
　

廣
野
健
康
推
進
課
長

　
財
政
当
局
と
も
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
助

成
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
。質

問
４

国
保
税
に
つ
い
て

①
国
保
の
条
例
改
正
で
今
年
か
ら
資
産
割
り

を
削
っ
た
た
め
に
均
等
割
、
平
等
割
り
と

も
値
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
均

等
割
は
家
族
一
人
一
人
に
均
等
に
か
か
る

た
め
、
子
ど
も
が
多
い
家
庭
ほ
ど
国
保
税

が
高
く
な
る
。
子
ど
も
の
均
等
割
に
つ
い

て
減
額
す
る
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
に
拡

大
し
て
は
ど
う
か

答　
弁
　

栗
尾
税
務
課
長

　
昨
年
か
ら
未
就
学
児
に
半
額
を
軽
減
し
て

い
る
。
18
歳
ま
で
拡
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は

本
町
単
独
で
の
均
等
割
減
免
は
難
し
い
。

柏
木
美
治
代 

議
員

　
第
４
回
目
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
編
集

い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
令
和
５
年
第
３

回
定
例
会
の
一
般
質
問
並
び
に
７
月
か
ら

９
月
の
「
議
会
の
う
ご
き
」
を
掲
載
い
た

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
10
月
よ
り
、
広
報
編
集
特
別
委

員
会
委
員
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た
（
Ｐ
．４

参
照
）。上

板
町
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

編
集
後
記
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　「なす」は、苦手だという子どもが多い食材のひとつです。でも、ＪＡ板野郡のご協
力により、上板町産のなすを使えることもあり、夏野菜カレーやスパゲティ、みそ汁
など、なすを取り入れた献立がいくつかあります。夏野菜カレーにも入ります。だけ
ど「秋なす」もおいしいといわれますね。さて、どちらが旬なのでしょう？
　なすは夏から秋にかけて旬を迎え、９月ごろまでのなすを「夏なす」、それ以降を「秋なす」と
呼び名が変わるそうです。呼び名が変わるだけでなく、味にも違いがあるそうで、高温のなか、強
い日差しを浴びて育つ夏なすは皮が厚く、しっかり実が詰まっているそうです。煮込んでも煮くず
れしにくく、水分も少なめであるため、ソースやだしの味を薄めずに仕上げられます。秋なすは、
水分が多くすぐに火が通るので、さっと火を通す炒め物や、その柔らかさを生かした焼きなすや浅
漬けなどに向いています。
　それぞれの特徴に合わせて料理すると、美味しくいただけます。学校給食では、９月にＪＡ板野
郡のご協力により、松島地区のなすを使用しました。苦手も克服できるといいなあ。

学校給食
センター

夏野菜？！でも、
秋だって美味しいらしい
夏野菜？！でも、
秋だって美味しいらしい

●お問い合わせ●　上板町役場　住民人権課　☎088－694－6809

お誕生おめでとう
（令和５年９月）　12月１日、全国で住生活総合調査が行われます。住生活の

安定・向上に係る総合的な施策を推進する上で必要な調査です
ので、ご協力をお願いいたします。
対　　象：10月に実施された住宅・土地統計調査に回答いた

だいた世帯の中から抽出された世帯
調査方法：調査の対象となる世帯には、11月下旬から郵送により

調査票が配布され、オンラインまたは郵送により回答

令和５年住生活総合調査事務局
電話番号：0120－169－037（専用フリーダイヤル）
設置期間：令和５年11月21日（火）～令和５年12月28日（木）迄
受付時間：火曜日～土曜日の午前10：00～午後6：00
　　　　　（日曜日・月曜日除く）

令和５年　住生活総合調査

〒771‒1392　上板町七條字経塚42番地　上板町役場　総務課　☎０８８－６９４－６８０１● お問い合わせ ●

町民の皆様からのご意見を募集します。
ご意見及び必要事項（下記参照）をご記入の上、上板町
役場、南老人集会所、文化センター、馬道会館、技の館、
老人福祉センターに設置しておりますご意見箱に、令和
５年11月30日（木）までにご投函ください。また、イン
ターネット・郵送・ＦＡＸでも受け付けています。
なお、いただいたご質問と回答の一部を「広報かみいた」
に掲載する予定です。
（今後の町政に参考とさせていただくため、個別に回答は行いません。）

切り取り線

ご意見募集
のお知らせ

氏名（任意）

住所（任意）

ご 意 見

電話番号（任意）

河　野　輝　記 七　恵 　稟
りん

女の子（佐藤塚）　

濱　﨑　歩　夢 友　音 璃音
りと

男の子（椎本）　

稲　岡　賢　太 佑　佳 楓里
ふうり

男の子（神宅）　

インターネットでの
ご意見はこちら
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